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柴田高明 〔マンドリニスト〕
ドイツ・カッセル音楽院器楽教育課程マンドリン科にて学ぶ。日本やドイツのマンドリン独奏コンクールに数多く入

賞。1997年故桑原康雄氏主宰のアンサンブル・フィルムジカのヨーロッパ公演に同行し、ドイツ、スペインにて演奏。

2006年 の帰国以降毎年リサイタルを国内各地で開催し、CDは これまでに日本国内盤「麗しき薔薇を知る者」、「クロニ

クル～マンドリン音楽の300年」、「冬のエレジー～マンドリンと弦楽トリオの為の現代邦人作品集」を、またドイツに

て「sky blue nower」 を発売ぅレパートリーは幅広く、現代音楽の分野でも国ゼッタ・コンテンポラリーアンサンブルの

メンバーとしての活動の他、多くの新作初演を行なつている。ソリスト・講演者として、ドイツ、スペイン、神戸の各国際

音楽祭や国際シンポジウムに招待参加。マンドリン専門誌「奏でる!マ ンドリン」では′2008年 の創刊当初よリマンドリ

ンの歴史や奏法などに関する記事を連載するなど、演奏・研究両面で広く活躍している。マンドリンオーケストラの分

野でも、マンドリンオーケストラ。ギルドを主宰、またフィラルモニカ・マンドリーニ・アルバ・サッポ回のゲストコン

サートマスターの他、宇治マンドリンアンサンブルフ回―ラ、京都大学マンドリンオーケストラ各技術顧間、ジヤバン・

スーパーユース・マンドリンオーケストラl stマンドリン講師を務める。大阪音楽大学ギター・マンドリン専攻非常勤講

師。日本マンドリン独奏コンクール、並びに全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール各審査員c木下正紀、G.ワ

イホーフェン、S.ト レッケルの各氏に師事。

益田展行 〔ギタリスト〕
長崎市出身。幼少よリギターを始め、これまでに益田洋一、佐々木忠、H.ケ ッペル、T.ツ アビエルハ各氏に師事。ドイツ

学術交流会 (DAAD)よ り奨学金を得てドイツに渡り、ケルン音楽大学アーヘン校・演奏家課程、ケルン音楽大学・修士

課程を卒業。その後、フランツ・リスト音楽大学 (ワ イマール)に て研鑽を積む。在学中に3期にわたり(財 )野村国際文

化財団 (現、(財)野村財団)よ り奨学金を授与される。東京国際ギターコンクールをはじめハインスベルク国際ギター

コンクール (ドイツ)、 フォルム・ウィーン国際ギターコンクール (オ ーストリア)、 パリ・アントニー国際ギターコンクー

ル (フ ランス)な ど内外の15の国際コンクールにおいて上位入賞を果たすなど輝かしい賞歴を重ねており、ソ回、室内

楽、オーケストラとの協演などヨーロッパ各地で公演を行つている。日本帰国後は (公財)東京オペラシティ文化財団

主催「B→ C(ビートゥーシー):バ ッハからコンテンポラリーヘ」、NHK― FM「 リサイタル・パッシオ」に出演するなど全国

各地で演奏活動を重ねている。またこれまでにリリースした「plays Bachバ ッハ作品集」、F.ソ ルの全ソナタを収録し

た「plays Sorソ ル作品集」はいずれもレコード芸術誌特選盤に選ばれており多方面から高い評価を得ている。

HP:http://www.noriyukimasuda.com/
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六嶋 由美子 〔ナレーター〕
「源氏物語」などの古典をもとに自身の脚本で

「ひとりものがたり」と名付けた語り活動を展開

している。京都府内をはじめ、全国の社寺、ホー

ルなどで公演。楽器奏者との共演にも意欲的に

取り組む。宇治市文化センターにおいて、青少年

による「源氏物語朗読劇講座」の講師を務め、参

加者は「宇治つ子朗読劇団☆Genji」 として公演

を行つている。

和田宏一 〔テノール〕
京都市立堀川高校音楽科ビアノ専攻を卒業後、

声楽に転向。京都市立芸術大学声楽専修卒業。

大阪芸術大学大学院博士前期課程修了。北村敏

則・美山節子・川井弘子の各氏に師事。2006年

フランス音楽コンクール声楽部門第2位 (1位 な

し)、 朝日放送賞、フランス総領事賞受賞。京都フ

ランス歌曲協会、Clё de Sol、 日本音楽表現学会、

関西楽理研究会、各会員。久御山ハーモニー、奈

良さくらコーラス指導、マ・ノン・卜回ッポ伴奏ピ

アニスト、奈良佐保短期大学、大阪国際大学短期

大学部、各非常勤講師。

はマスク着用、手指消毒、検温、本チラシ表面の連絡先記入票提出、ソーシャルディスタンス確保など、感染防止にご協力ください。

颯発熱など体調のすぐれない場合はご来場をお控えください。鸞誠に勝手ながら、花東・プレゼント等は辞退させていただきます。
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宇治マンドリン
アンサンブル


